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森 田 優 三
神 田君
君 の不慮の急逝ほ ど私 に とって シ コックだ った ことはない。 今ではそれ は
虫 の知 らせであ った と しか思 えないが,君 の急逝 したほんの数 日前,君 は こ
んな ハ ガキを私に くれたのだ った。私 はひ とか ら貰 った古い書簡類 は大 てい
整理 して しま うの瀬が,こ れだけは今 もとってあ る。君に許 して も らって こ
こに写 し残 してお こう。
「暑 中お見舞申 し上げ ます。
先 日はなつか しい先生 のお声 に接 す ることがで き,本 当に うれ しく感激
しました。私 は本年度 よ り自己 の担 当講義(管 理科学,私 の ・応用数学(統 計
1・fi)")の内容 と水準を,日 本一 の立派 な ものにす るため頑張 ってお りま
す。 また本年はpaperもす でに2つ 発表 しました し,年 末 までに も う2,
3本発表す るつ も りで頑張 ります。8月 末に はなに とぞ 当方にお立寄 りく
だ さい ます よ う切に お願い 申 し上げ ます。
森 田 先 生7/18,・70
Y.Kanda」
君 が こんな元気な 明るい便 りを くれ たのは実に久 し振 りだ った。私 の声 に
接 して云 々とい うのは,そ の少 し前に電話で話 を した ことだ ったね。7月 の
は じめに函館 で人 口学 会が あって,そ れに私 が出席す るとい うことを きいて
君 は,是 非小樽 まで足 をのばす ように と勧 めて くれた。君 がその春結婚 した
のに まだお祝 も言 ってなか った し,そ の奥様 に も是 非お 目にかか りたいか ら
行 きたいが,も う一度8月 末に青森 まで行 く用事 があ るか ら,夏 休みで もあ
る し,そ の時に家 内 も同道 して逢 いに行 こ うと手紙 で返事を した ら,君 は大
へん喜 んで 早速わざわざ電話を くれ,是 非待 ってい るか ら来 て くれ とい うこ
、
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とであった。その時の君の声 も実に明るく元気であったが,そ れが君の声の
きき納めになろ うとはその時夢にも思わなかった。
君のハガキを受取って何 日もたたない,そ れは君の不幸のあった翌 日の午
後だった。君の同学の先輩だ った一橋の溝 口君か らの電話で君の急死を知っ
たのだった。突然の知 らせに驚 くばか りだったが,不 慮の事故死だとい う。
松田君か ら電話で知 らせてきたとい う。何とも言葉 もないまま,た だ無性に
口惜 しかった。何故死んだんだろう。 こんなに元気になって,こ れか ら明る
い幸福な家庭生活を背景に して,学 究生活に精進 しようとあんなに張 りきっ
ていたのに。
しか しもう言 うまい。 それを繰返すことは,今 ではただ 過 ぎ去 った 日の
悲 しみを,君 の御遺族や我々友人の胸にもう一度新 しくかき立てるだけだか
ら……。私たち夫婦は君に約束 した とお り8月の末に小樽の君のお宅を訪ね
た。そ こで元気で微かに笑みを浮べた君の写真の前で,君 に終生の希望を託
してお られた御母堂が一人淋 しく迎えて下すった。結婚一年も経たずに君に
逝かれた奥様は,日 々の悲 しさにたえかねて京都の御生家に帰ってお られ る
とい うことだったが,無 理もない。
君が小樽商大を出て一橋の大学院に進学 してきたとき,君 は確か 竹内 清
先生に伴われて私の家へやって来たのだったね。竹内先生は君の将来に大 き
な望みをかけてお られたか ら,私 に紹介のためわざわざ君をつれてみえたゐ
だと思 う。その時の君は大学を出た とも思えない,ひ かえめで 口数も少ない
ほんの子供のような君であった。 しか し,二年の修士課程を終えて博士課程
に進む頃の君は,も うかな り鋭いそ して強気な論客にな りきっていた。恐 ら
くそれが 君の本来の 姿であったのだと思 う。 君は幼 くして 一眼の視力を失
い,そ れが君の一生の重い十字架になったことは,そ うい うと君はいやかも
知れないが,疑 いのない真実である。 もっともそれが君の健康を直接大き く
左右 したとい うことは なかったかも 知れない。 君は スポーツもやっていた
し,小柄で一見ひ弱にみえたけれ どもこれとい う病気もしていない。 しか し
精神的にはそれがた しかに君の大 きな負担になっていたように思 う。ナニ負
ρけてたまるものか,オ レは眼が片方だけ しかみえないが,眼 の二つ揃った連
中に決 して負けないそ,と い う気持が君を無理な勉強にか り立てたのではな、
かったろ うか。その無理な勉強をす るために君はかな り乱暴な方法をもいと
わなかった。私はそれを知って心配のあまりしば しば君に注意 したものだっ
た。'
しか しその勉強が実 って君の博士課程修得論文は立派な出来栄えだった。
君は一橋を卒業 した後も東京に残 って,学 問的な刺戟の多い環境で研究生活
ノ
を続けたい らしかった。そ してお互いにそのため骨を折 ってもみたが,私 自
身,君 はやは り君を生み,君 を育て,そ して恩師として先輩として君の知己
がた くさんおられる母校が,君 の研究生活の場所 としていちばん よいところ
ではないかと判断 して,君 に小樽へ帰る決心を促 したのであった。
小樽へ帰 ってか らの君の消息を私はあまりよくは知 らない。た しか君が小
樽へ帰 った年の夏,や は り北海道に用事があって,そ の時 も私は家内を同伴
した。君はまだ健在だった君のお父様 と同道 して私たちの宿を訪ねて くれた
が,そ の時の君は元気のようだった、 しか しその後一時健康を害 して引込み
勝ちだとい ううわさをきいて,ひ そかに心を痛めていた。多分やは り君の勝
ち気と無理な勉強がたたったのではないかと思 う。私はできれば気分転換の
ため,暫 く内地留学の時間を貰 って東京へ出て学位論文のまとめでもした ら
よいのでないかと考え,そ の機会を祈っていたのであった。
結婚は君の生活に大きな変化をもた らしたようだった。その知 らせ と,そ
れ以後の君の便 りは今 までとは人が違 った ように明るか った。 もう東京へ出
てくる必要 もあるまい。 じっくり小樽で落ちついて勉強を して研究を完成 さ
せた ら,東 京へ出て くるよりもきっとよい仕事ができる。私はそ う思って安
心 した。そ してできれば一度逢 って結婚のお祝いも述べ,元 気づけたいと機
会を待っていた矢先のことだった。
君が短い一生の間に残 した仕事,そ れは量か らいえば大 したことはないと
もいえようが,そ の内容,質 の点では立派なものだったよ。計量経済モデル
の統計解析の方法論に出発 して,個 人の消費行動 と貯蓄行動の実証的分析に
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進んでいったのであったが,一 貫 してむだのない充実 した一連の業績であっ
た。そ してやがて君 自身の独 自の体系の完成を予想 させるものであった。業
半ばに して世を去ったことを君 もどんなに残念に思っていることか。 しか し
君の俊敏鋭利な学風はわれわれ友人同学の記憶の中に厳然 として,そ して永
久に忘れることな く記録されている。君,も って瞑すべ しである。
日本の統計学者の中にも俊敏な資質をもち乍 ら若 くして世を去 った人が少
な くない。私たちの先輩にも,東 大の糸井靖之先生,そ して今の神戸大学の
前身の神戸商大の津田真次郎先生。前者は外国留学中,後 者は国内であった
が,と もに若 くして病気で英才を惜 しまれ乍 ら逝去された。戦場で命を失 っ
た若い統計学者 もある。 しか し不慮の事故で突然世を去った不幸な統計学者
は日本では恐 らく君だけであろ う。それ故になおのこと惜 しまれてな らない
のである。ただ私は君の名をこうした諸先輩の名に並べて,日 本の若 くして
逝 った統計学者の過去帳の一頁に,誇 りをもって残 しうることをせめてもの
慰め としたい。
神田君。 どうか安 らかに眠 って下さい。
(福岡大学教授46.6.6)
